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そして、待望の覚醒第３弾！
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各
巻
の
構
成

【
第
1
巻
】
我
々
は
通
常
、
自
分
の
身
体
や
も
の
の
考
え
方
、
自
分
の
名
前
な
ど
を
も
っ
て
「
自
分
」
と
思

っ
て
い
る
が
、
実
は
そ
れ
は
錯
覚
で
あ
る
と
い
う
こ
と
（
第
1
章
）、
そ
し
て
、
ア
イ
ク
が
1
9
9
0
年
に

覚
醒
の
旅
を
始
め
る
ま
で
に
辿た
ど

っ
た
人
生
経
験
の
必
然
性
（
第
2
章
）、
覚
醒
の
旅
を
始
め
て
以
降
、
世
間

か
ら
大
々
的
に
嘲ち
よ
う

笑し
よ
う
さ
れ
る
こ
と
で
真
の
自
由
を
得
た
こ
と
（
第
3
章
）
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

【
第
2
巻
】
第
4
章
よ
り
、
ア
イ
ク
が
過
去
に
行
っ
て
き
た
真
実
の
解
明
の
内
容
が
、
解
明
を
行
っ
た
順
に

（
解
明
に
導
か
れ
た
順
に
）
紹
介
し
て
あ
る
。
太
古
の
「
黄
金
の
時
代
」
の
終
焉
を
も
た
ら
し
た
地
殻
変
動

（
大
洪
水
）
の
後
に
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
地
に
出
現
し
た
シ
ュ
メ
ー
ル
文
明
。
そ
れ
が
、
バ
ビ
ロ
ン
、
エ
ジ
プ

ト
、
ロ
ー
マ
、
ロ
ン
ド
ン
（
バ
ビ
ロ
ン
ド
ン
）
と
変
遷
し
、
今
日
の
世
界
支
配
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
た

（
第
4
章
）。
イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
の
地
球
規
模
の
蜘く

蛛も

の
巣
（
ウ
ェ
ブ
）、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
支
配
構
造
（
第
5
章
）。

イ
ル
ミ
ナ
テ
ィ
の
血
筋
の
中
核
を
な
す
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
と
そ
の
金
融
支
配
の
手
口
（
第
6
章
）。「
ユ
ダ

ヤ
の
陰
謀
」
と
言
わ
れ
る
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
に
過
ぎ
な
い
。
陰
謀
を
巡
ら
し
て
い
る
の
は

ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
・
シ
オ
ニ
ス
ト
で
あ
る
（
第
7
章
）。

【
第
3
巻
】
人
類
支
配
の
基
本
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
①
Ｐ
Ｒ
Ｓ
（
問
題
を
作
る
↓
人
々
に
反
応
さ
せ
る
↓
支
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配
に
都
合
の
よ
い
解
決
策
を
実
施
）、
②
全
体
主
義
者
の
忍
び
足
に
つ
い
て
、
9
･
11
事
件
、
地
球
温
暖
化

詐
欺
な
ど
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
し
て
解
説
（
第
８
章
、
第
９
章
）。

【
第
4
巻
】
人
間
の
基
本
的
な
行
動
や
感
情
を
支
配
す
る
爬
虫
類
脳
。
現
在
の
人
類
は
爬
虫
類
人
の
遺
伝
子

操
作
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
（
第
10
章
）。
世
界
各
地
の
古
代
神
話
・
伝
説
・
信
仰
に
共
通
す
る
蛇
崇
拝
は
、

現
在
の
悪
魔
崇
拝
や
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
（
第
11
章
）。

【
第
5
巻
】
言
語
に
暗
号
化
さ
れ
て
い
る
蛇
の
人
類
支
配
を
言
語
学
の
視
点
で
分
析
（
第
12
章
）。
爬
虫
類
人

は
ど
こ
に
い
る
の
か
？
（
地
下
世
界
、
変
身
の
こ
と
な
ど
）（
第
13
章
）。
月
は
、
自
然
の
天
体
で
は
な
く
、

工
作
さ
れ
た
宇
宙
船
で
あ
る
可
能
性
を
検
証
（
第
14
章
）。

【
第
6
巻
】
ア
マ
ゾ
ン
の
熱
帯
雨
林
で
聞
こ
え
た
「
声
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
愛
だ
け
が
真
実
で
あ
り
、
他
は

何
も
か
も
錯
覚
だ
っ
た
（
第
15
章
）。
人
体
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
た
と
え
、
宇
宙
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
た

と
え
る
ア
イ
ク
の
宇
宙
論
（
第
16
、
17
章
）。
時
間
と
空
間
と
い
う
錯
覚
（
第
18
章
）。

【
第
7
巻
】
月
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
。
月
か
ら
の
人
類
支
配
の
仕
組
み
（
第
19
章
）。

【
第
8
巻
】
ゲ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
Ⅰ
人
口
削
減
と
心
身
へ
の
攻
撃
（
第
20
〜
22
章
）。

【
第
9
巻
】
ゲ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
Ⅱ
世
界
政
府
と
自
由
の
剝は
く
奪だ
つ
（
第
23
〜
25
章
）。

【
第
10
巻
】
ゲ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
Ⅲ
社
会
福
祉
の
正
体
（
第
26
〜
28
章
）
と
結
び
。
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目
次　
人
類
よ
起
ち
上
が
れ
！　
ム
ー
ン
マ
ト
リ
ッ
ク
ス﹇
覚
醒
篇
③
﹈

第
８
章　
「
映
画
」を
現
実
と
思
わ
せ
る（
１
）

Ｐ問
題

Ｒ反
応

Ｓ解
決

│
本

フ
ア
シ
ズ
ム
・
共
産
主
義
世
界
独
裁
国
家

当
の
行
き
先
を
隠
す
た
め
の
作マ

ス
メ
デ
イ
ア
の
報
道

り
話　
14

ノ大
量
破
壊
兵
器
な
ど
な
い

ー
・
プ
ロ
ブ
レ
ム
、
リ劣

化

ウ

ラ

ン

弾

ア
ク
シ
ョ
ン
、
ソ奇

形

児

出

産

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
実
例
が
イ

共
犯
者
が
ブ
ツ
シ
ユ
と
ブ
レ
ア

ラ
ク
侵
略　
17

９
・
11
の

Ｐ

ア
ラ
ブ
偽
装
テ
ロ
、

　

Ｒ
ア
フ
ガ
ン
爆
撃
、

Ｓ
監
獄
国
家
へ

　

22

「
40
年
前
の
９
・
11
」ノ
ー
ス
ウ
ッ
ズ
作
戦
は
未ケ

ネ
デ
イ
の
英
断

遂
！　
27

ロビ
ル
の
新
オ
ー
ナ
ー
、
港
湾
局
長
、
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ツ
ク
ス
、
司
法
次
官
補
、
モ
サ
ド
ｅ
ｔ
ｃ

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
指
紋
だ
ら
け
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
・
ビ
ル　
33

「
新

の

こ

と

11

９

・た
な
真
珠
湾
」を
起１

年
前
に
！
　

草
し
た
ロ国

防
総
省
で
３
兆
ド
ル
以
上
を
「
紛
失
」
さ
せ
た
ド
ヴ
・
ザ
ク
ハ
イ
ム
＝
ユ
ダ
ヤ
人
ラ
ビ

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
「
ネ
オ
コ
ン
」　
41

画父
は
ナ
イ
ジ
エ
リ
ア
の
元
政
府
高
官
、
モ
サ
ド
と
も
親
密
な
武
器
メ
ー
カ
ー
経
営

策
さ
れ
た
「
股
下
爆
弾
犯
」│
│
全メ

ー
カ
ー
は
国
土
安
全
保
障
省
長
官
の
知
人

身
ス
キ
ャ
ナ
ー
の
導
入　
47

米

航

空

機

爆

破

テ

ロ

を

キ

ユ

ー

バ

に

偽

装

SAMPLE



Ｉモ
サ
ド
の
警
備
会
社

Ｃ
Ｔ
Ｓ
と
テ

、
「
股
下
爆
弾
」
、
「
７
・
７
攻
撃
」
、
「
靴
爆
弾
」

11

９
・

ロ
事
件
の
奇
妙
な
め
ぐ
り
合
わ
せ　
52

ブ血
筋
（
ロ
ツ
ク
フ
エ
ラ
ー
家
、
ハ
リ
マ
ン
家
も
）
で
あ
る
が
ゆ
え
に
マ
ス
メ
デ
イ
ア
は
一
切
口
を
噤
む

ッ

シ

ュ

家
の

資
産
の

出
所
は
第ナ

チ
ス
・
ヒ
ト
ラ
ー

三
帝
国　
56

第世
界
政
府
・
世
界
軍
と
い
う
地
球
規
模
の
「
解
決
策
」

三
次
大
戦
の
Ｐ
Ｒ
Ｓ　
63

大破
滅
ブ
ツ
シ
ユ
か
ら
「
救
世
主
」
（
？
）
オ
バ
マ

統
領
の
Ｐ
Ｒ
Ｓ
│
│
ブア

ル
カ
イ
ダ
生
み
の
親

レ
ジ
ン
ス
キ
ー
、
ジ「

世
界
国
家
」
樹
立
！

ョ
ー
ジ
・
ソ
ロ
ス
、
グ世

界

経

済

破

壊

王

リ
ー
ン
ス
パ
ン　
65

ロ超
シ
オ
ニ
ス
ト
は
血
筋
の
利
益
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
を
徹
底
的
に
破
壊
す
る
！

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
、
そ
し
て
、
財
務
省
、
議
会
…
…　
78

「
オア

メ

リ

カ

破

壊

バ
マ
ブ
ッ
シ
ュ
」大
統
領
│
│
規立

役
者
に
ガ
イ
ト
ナ
ー
、
サ
マ
ー
ズ
、
オ
ル
ザ
グ
、
バ
ー
ナ
ン
キ
ｅ
ｔ
ｃ

制
解
除
↓
金
融
破
綻
↓
税
金
投
入　
87

「
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン・ス
テ
ィ
ン
ク
ス（
腐
敗
臭
）」
あ
る
い
は「
ゴ
ー
ル
ド・
イ
ン・
サ
ッ
ク
ス（
金
を
入
れ
る
袋
）」　
102

米
兆
ド
ル
！

12

債
務

経
済
標
的
の
グＬ

Ｓ
Ｅ
人
脈

ル
ー
プ
30
│
│
ヴＦ

Ｒ
Ｓ
元
議
長

ォ
ル
カ
ー
、
ガ財

務

長

官

イ
ト
ナ
ー
、
サ国

家
経
済
委
議
長

マ
ー
ズ
、
コＮ

Ｙ
連
銀
総
裁

リ
ガ
ン　
116

衝
撃
的
な
残
虐
行
為
│
│
ホ「

手
錠
で
な
く
住
居
を
！
」

ー
ム
レ
ス
の
違
法
化
！　
118

イバ

ラ

ク

・

オ

バ

マ

ン
チ
キ
大
統
領
を
好七

面
鳥
が
感
謝
祭
と
ク
リ
ス
マ
ス
に
賛
成
投
票

ん
で
選
出
し
た
ア
メ
リ
カ
国
民　
123

デブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
、
ソ
ロ
ス

モ
コ
ン
鋳字

幕
装
置
付
き造

の
出
生
不
明
大
統
領
オ
バ
マ　
130

大マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

衆
の
心
理
操
作
│
│
ミ嘘

つ
ぱ
ち
の
「
ホ
ー
プ
」
「
チ
エ
ン
ジ
」
「
ビ
リ
ー
ブ
」

ス
タ
ー
・
イ
ン
チ
キ
の
売
り
方　
135

ホ希
望
に
よ
る
催
眠

プ
ノ
シ
ス
│
│
中ド

ウ
・
イ
ツ
ト
・
ユ
ア
セ
ル
フ

毒
者
に
と
っ
て
は
良
い
大詐

欺

師
統
領　
141

元

同

社

Ｃ

Ｅ

Ｏ

ポ

ー

ル

ソ

ン

財

務

長

官

の

Ａ

Ｉ

Ｇ

救

済

の

汚

い

手

口

な

ど

な

ど

SAMPLE



架
空「
民
衆
の
男
」│
│
実

ア
フ
ガ
ン
、
イ
ラ
ク
、
グ
ア
ン
タ
ナ
モ
、
ホ
ー
ム
レ
ス
を
見
よ
！

体
は
民
衆
虐
待
者　
146

第
三
巻
コ
ラ
ム　
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ソ
ル
ー
シ
ョ
ン
事
例
集　
為
清
勝
彦　
153

第
９
章　
「
映
画
」を
現
実
と
思
わ
せ
る（
2
）

テ「
カ
ラ
ー
革
命
」
も

ロ
集
団
は
本暴

虐
ト
リ
オ
（
英
・
米
・
イ
ス
ラ
エ
ル
）

物
の「
悪
の
枢
軸
」の
フ軍

事

諜

報

機

関

ロ
ン
ト
組
織　
166

まイ
ラ
ン
の
石
油
固
有
化
の
モ
サ
ツ
デ
ク

と
も
な
首
相
は
追ク

ー
デ
タ
ー放、

操シ
ヤ
ー
↓
ホ
メ
イ
ニ

り
人
形
を
次
々
と
費
消　
167

「シ
エ
ワ
ル
ナ
ゼ
↓
サ
ア
カ
シ
ユ
ヴ
イ
リ
（
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
の
子
分
）

バ

ラ

革
命
」
工
作
は
、
Ｃモ

サ
ド
も

Ｉ
Ａ
＋
ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ロ
ス　
170

ブ実

行

は

Ｃ

Ｉ

Ａ

ッ
シ
ュ
大
統
領
の
イ票

の
不
正
操
作
偽
情
報
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
、
緑
の
革
命

ラ
ン
の
不
安
定
化
工
作　
173

Ｎ米
国
民
主
主
義
基
金

Ｅ
Ｄ
は
地

ロ
ス
チ
ヤ
イ
ル
ド
・
イ
ル
ミ
ナ
テ
イ

球
独
裁
計
画
の
障反

体
制
グ
ル
ー
プ
に
資
金
提
供

害
物
を
攻
撃　
176

イ
ラ
ン
の
テジ

ユ
ン
ダ
ラ

ロ
組
織
は「
恐米

国
と
シ
オ
ニ
ス
ト

怖
の
双
子
」の
フ
ロ
ン
ト
組
織　
179

タア
メ
リ
カ
を
利
用
し
て
ア
メ
リ
カ
を
破
壊
す
る
！

リ
バ
ン
支
援
の
英
国
軍
と
米
軍　
181

ユ各
国
で
政
権
交
代
の
火
種
を
ま
き
散
ら
す
！

ー
ラ
シ
ア
作
戦
で
世

ロ
ス
チ
ヤ
イ
ル
ド
・
イ
ル
ミ
ナ
テ
イ

界
支
配
を
！　
184

SAMPLE



「
気犯

人
は
二
酸
化
炭
素
！

候
変
動
」と
い
う
ノ「

温
暖
化
」
詐
欺
師
ア
ル
・
ゴ
ア
を
操
る
デ
ー
ヴ
イ
ツ
ド
・
マ
イ
ア
ー
・
ド
・
ロ
ス
チ
ヤ
イ
ル
ド

ー
プ
ロ
ブ
レ
ム
・
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
大
噓　
190

戯ノ
ー
テ
ン
キ
な
ゴ
ア
！

言
で
高
い
報
酬

│
要
認
識
！
「権

力

の

集

中

と

支

配

カ
ー
ボ
ン
取
引
」究
極
の
目
的　
197

気「
グ
リ
ー
ン
警
察
」
登
場
！

候
フ
ァ
シ
ズ
ム

│
「
ア家

庭
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
調
査
で
強
制
的
に
家
宅
捜
索
、
罰
金
！

メ
リ
カ
・
ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
安
全
保
障
法
」　
205

「
気国

連
刊
「
世
界
の
終
末
の
気
候
報
告
書
」
世
界
・
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
米
陸
軍
・
ロ
ツ
ク
フ
エ
ラ
ー
財
団
が
後
援

候
変
動
」に
対
す
る
恐
怖
と
罪
悪
感
を
植
え
付
け
る　
208

余ロ
ス
チ
ヤ
イ
ル
ド
の
詐
欺
の
蜘
蛛
の
巣
「
ク
ラ
イ
メ
イ
ト
・
グ
ル
ー
プ
」
が
檜
舞
台

人
を
も
っ
て
代
え
が
た
い
噓
つ
き
の
プ
ロ
、
ト
ニ
ー
・
ブ「
ラ
イ
」
ア　
212

「
ス大

惨

事

を

警

告

！

タ
ー
ン
・
チ
ー
ム
」と
は
カ
ー
ボ
ン
取
引「
業
界
」、
気
候
変
動
陰
謀
団　
216

国
連
は
中８

０
０
〜
１
３
０
０
、
今
よ
り
３
℃
高
い
！

世
の
温
暖
期
の
記
録
を
意

原
因
の
太
陽
黒
点
活
動
を
隠
し
た
い
！

図
的
に
削
除　
222

合現

世

ご

利

益

！

言
葉
は「
グ
リ
ー
ン
」│
世「

敵
は
人
類
」
（
ロ
ー
マ
・
ク
ラ
ブ
）

界
支
配
へ
前
進
！　
228

「
科

人

52

国

連

Ｉ

Ｐ

Ｃ

Ｃ

学

者

学
的
」な
で
た
ら
め
公
式
説
を
否
定
し
た「
マ

で
は
な
い
！

2

温
暖
化
の
原
因
は
Ｃ
Ｏ

ン
ハ
ッ
タ
ン
宣
言
」学６

５
０
人
！者　

233

生デ

ー

タ

改

竄

し

て

ま

で

！

活
の
た
め
に
噓
を
つ
く「
気

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
宇
宙
研
所
長
ジ
エ
イ
ム
ズ
・
ハ
ン
セ
ン
博
士

候
変
動
の

父
」、
以

あ
ら
ゆ
る
公
的
機
関
も

下
同　
238

気「
意
図
的
な
無
知
」
が
露
呈
！
　
ど
う
す
る
？
　
ゴ
ア
さ
ん
、
オ
バ
マ
さ
ん

温
は
上
昇
し
て
い
な
い
、
北
極
熊
は
死
ん
で
い
な
い
、
氷海

水
面
も
上
昇
し
て
い
な
い

床
は
溶
け
て
い
な
い　
245

「
人ど

う
転
ん
で
も
嘘
八
百
！

間
活
動
温
暖
化
説
」お
広
め
に
不
可
欠
な
グ環

境
運
動
家

リ
ー
ン
と
リ繰

り
返
し
屋
マ
ス
コ
ミ

ピ
ー
タ
ー　
250

最

年

間

30

過

去も
寒
い
冬
に
開
催
の「
地

２
０
０
９
年
、
オ
バ
マ
以
下
Ｖ
Ｉ
Ｐ
大
量
参
加
。
イ
ル
ミ
ナ
テ
イ
家
系
は
大
儲
け

球
を
温
暖
化
か
ら
救
お
う
」会
議　
252

SAMPLE



モゴ
ア
の
操
り
人
、
工
業
破
壊
実
行
人
、
最
大
の
環
境
破
壊
者

ー
リ
ス
・
ス
ト
ロ
ン
グ
の
本
音「
持「

持
続
可
能
な
発
展
」
じ
や
な
い
！

続
可
能
な
支
配
」　
257

生こ
れ
も
モ
ー
リ
ス
・
ス
ト
ロ
ン
グ

物
多
様
性
条
約
は
土国

連
↓
世
界
政
府
に

地
を
没
収
す
る
策
略　
261

全ト
ー
タ
リ
タ
リ
ア
ン
・
テ
イ
ツ
プ
ト
ー

体
主
義
者
の
忍
び
足

│
行
く
先
は
、
地
球
規
模
の
中
央
集
権
・
警
察
国
家　
262

付
録
Ⅰ　
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
の
Ｌ
Ｓ
Ｅ（
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
）の
学
生
・
職
員　
(1)
〜
(16)

SAMPLE



第
８
章

「
映
画
」を
現
実
と
思
わ
せ
る（
１
）

革
命
で
実
現
さ
れ
た
も
の
を
守
ろ
う
と
し
て
独
裁
制
に
な
る
の
で
は
な
い
。

独
裁
制
に
す
る
た
め
に
革
命
を
起
こ
す
の
だ
。 

ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル

SAMPLE
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Ｐ問
題

Ｒ反
応

Ｓ解
決

│
本

フ
ア
シ
ズ
ム・共
産
主
義
世
界
独
裁
国
家

当
の
行
き
先
を
隠
す
た
め
の
作

マ
ス
メ
デ
イ
ア
の
報
道

り
話

　
ペ
ル
ー
で
の
体
験
か
ら
数
年
以
内
に
、
私
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
心マ
イ
ン
ド理
操
作
と
感エ
モ
ー
シ
ヨ
ン情
操
作
の
技
術
に
よ
り
、

い
か
に
し
て
人
々
が
集
団
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
る
か
に
関
し
、
重
要
な
洞
察
を
得
た
。

　
我
々
は
、
次
の
二
つ
の
こ
と
を
、
ぜ
ひ
と
も
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
何
年
も
繰

り
返
し
述
べ
て
き
た
が
、
今
後
も
何
度
で
も
繰
り
返
し
述
べ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
こ
と

だ
。
そ
れ
は
、

　
①
「
Ｐ
Ｒ
Ｓ
」
す
な
わ
ち
「
問プ
ロ
ブ
レ
ム

題
創
作
↓
民リ
ア
ク
シ
ヨ
ン

衆
の
反
応
↓
解ソ
リ
ユ
ー
シ
ヨ
ン

決
策
提
示
」
と
、

　
②
「
全ト
ー
タ
リ
タ
リ
ア
ン
・
テ
イ
ツ
プ
ト
ー

体
主
義
者
の
忍
び
足
」
で
あ
る
。

　
日
々
、
こ
の
二
つ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
使
わ
れ
、
無
知
な
人
々
に
、
血
筋
の
フ
ァ
シ
ス
ト
・
共
産
主
義
の
策

略
が
売
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
リ
チ
ャ
ー
ド
・
デ
イ
博
士
（
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
・
シ
オ
ニ
ス
ト
）
は
、
1
9
6
9
年
に
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の

医
師
に
対
し
、「
何
事
に
も
二
つ
の
目
的
が
あ
る
。
一
つ
は
、
人
々
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
表
向
き
の
目
的
。

も
う
一
つ
は
、
新
た
な
支シ

ス

テ

ム

配
構
造
の
確
立
と
い
う
目
標
に
近
付
く
た
め
の
本
当
の
目
的
だ
」
と
語
っ
た
が
、

こ
れ
は
極
め
て
正
し
い
指
摘
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
私
が
Ｐ
Ｒ
Ｓ
と
名
付
け
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
存
在
理
由
が

SAMPLE



15 第 8章　「映画」を現実と思わせる（１）

見
事
に
言
い
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｒ
Ｓ
（
プ
ロ
ブ
レ
ム
、
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い
う
言
葉
は
、
世
界
で
何
が
起
き
て

い
る
の
か
見
抜
く
こ
と
の
で
き
る
人
々
に
普
及
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
。
Ｐ
Ｒ
Ｓ
を
理

解
し
た
人
々
は
、
操
り
に
く
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
Ｐ
Ｒ
Ｓ
は
次
の
よ
う
に
機
能
す
る
。
人
々
が
猛
烈
に
反
対
す
る
よ
う
な
変
化
を
社
会
に
も
た
ら
し
た
い
と

す
る
。
例
え
ば
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル
も
た
じ
ろ
ぐ
よ
う
な
監
視
国
家
に
し
た
い
と
す
る
。
人
々
の
敵

対
を
回
避
す
る
に
は
、
本
当
の
意
図
を
公
表
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
Ｐ
Ｒ
Ｓ
を
採
用
す
る
わ
け

だ
。

　
ま
ず
第
一
段
階
で
、
秘
か
に
問
題
を
創
作
す
る
。
例
え
ば
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
攻
撃
、
経
済
破は

綻た
ん

、
戦
争
、

伝
染
病
の
大
流
行
な
ど
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
点
の
目
標
に
相ふ
さ
わ応
し
い
も
の
な
ら
何
で
も
よ
い
。
第
二
段
階
で
、

疑
問
を
抱
く
こ
と
を
知
ら
な
い
哀
れ
な
主
流
マ
ス
コ
ミ
（
血
筋
が
所
有
）
を
通
じ
、
人
々
に
信
じ
込
ま
せ
た

い
内
容
で
、
人
々
に
問ス
ト
ー
リ
ー題
を
教
え
る
。
9
・
11
の
例
で
言
え
ば
、
単
一
エ
ン
ジ
ン
の
セ
ス
ナ
機
を
か
ろ
う
じ

て
運
転
で
き
る
19
名
の
ア
ラ
ブ
人
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
犯
が
、
突
如
と
し
て
、
映
画
『
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
』
の
ト
リ

ニ
テ
ィ
の
ご
と
く
、
大
型
の
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
を
神か
み

業わ
ざ

の
よ
う
に
操
縦
す
る
能
力
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
身

に
つ
け
る
と
い
っ
た
話
で
あ
る
。
ど
れ
ほ
ど
信
じ
が
た
い
話
で
あ
っ
て
も
、
主
流
マ
ス
コ
ミ
に
批
判
さ
れ
る

こ
と
を
心
配
す
る
必
要
は
な
い
。
マ
ス
コ
ミ
は
、
何
の
疑
問
も
感
じ
ず
、
言
っ
た
通
り
に
繰
り
返
し
て
く
れ

SAMPLE
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爬虫類人の技術を駆使するハイブリッド①

1970年にブレジンスキー（カーター大統領の国家安全保
障アドバイザーで、オバマを指導した人物）は、「正確
にタイミングを合わせ、人工的に励起された電子攻撃に
より、比較的高い出力レベルを地球の特定の地域に生み
出す振動パターンを起こすことができるだろう。（略）
対象地域の非常に多くの人口の脳機能を長期間深刻に損
ない続けるようなシステムを開発できるだろう」と書い
ている。これは40年前の記述だ。爬虫類人から技術が手
渡されていることを考えれば（全てはそこから得てい
る）、現時点ならばどれほどのことができるだろうか。
爬虫類人は、自らの目標を達成するために必要な技術で
あれば提供する。

SAMPLE



17 第 8章　「映画」を現実と思わせる（１）

る
。
そ
し
て
大
半
の
人
々
も
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
く
れ
る
。
そ
う
な
る
と
後
は
、
恐
怖
と
憤ふ
ん

怒ぬ

に
か
ら

れ
た
人
々
が
反
応
し
、「
何
か
対
策
が
必
要
だ
」
と
懇
願
・
要
望
し
始
め
る
の
を
待
て
ば
よ
い
だ
け
だ
。

　
一
般
の
人
々
が
理
解
で
き
て
い
な
い
の
は
、
捏ね
つ

造ぞ
う

さ
れ
た
問
題
の
背
後
に
潜ひ
そ

ん
で
い
る
勢
力
と
、
解
決
策

（
対
策
）
を
提
示
す
る
勢
力
が
、
同
一
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
対
策
と
は
、
偶
然
に
も
、
権
力
の
集
中
と
支

配
の
強
化
と
い
う
目
標
に
合
致
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
私
は
、
こ
う
し
た
考
察
に
基

づ
き
、
公
式
版
の
世
界
情
勢
認
識
は
「
映ム
ー
ビ
ー画
」
だ
と
言
っ
て
い
る
。
本
当
に
起
き
て
い
る
こ
と
、
本
当
に
向

か
っ
て
い
る
行
き
先
を
隠
す
た
め
の
、
作
り
話
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
、
主
要
な
ラ
ジ
オ
局
、
新
聞

で
毎
日
報
道
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
国
内
外
で
起
き
て
い
る
こ
と
の
本
当
の
重
要
性
、
背
景
・
動
機
を
分
か

り
に
く
く
す
る
た
め
の
虚き
よ

偽ぎ

の
説
明
で
あ
る
。
血
筋
に
直
属
す
る
一
部
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
除
き
、
ほ
と

ん
ど
全
て
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
こ
の
日
々
展
開
さ
れ
る
Ｐ
Ｒ
Ｓ
の
手
口
の
中
で
、
自
ら
が
果
た
し
て
い

る
役
割
を
ま
る
で
自
覚
し
て
い
な
い
。
一
般
の
人
々
と
同
じ
く
ら
い
、
否
、
そ
れ
以
上
に
、
無
知
蒙も
う

昧ま
い

で
あ

る
こ
と
が
多
い
。

ノ大
量
破
壊
兵
器
な
ど
な
い

ー
・
プ
ロ
ブ
レ
ム
、
リ劣

化

ウ

ラ

ン

弾

ア
ク
シ
ョ
ン
、
ソ奇

形

児

出

産

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
実
例
が
イ

共
犯
者
が
ブ
ツ
シ
ユ
と
ブ
レ
ア

ラ
ク
侵
略

　
Ｐ
Ｒ
Ｓ
に
は
、「
ノ
ー
・
プ
ロ
ブ
レ
ム
、
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
応
用
型
も
あ
る
。

SAMPLE
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こ
の
場
合
、
実
際
に
問
題
を
発
生
さ
せ
る
必
要
す
ら
な
く
、
人
々
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
認
知
さ
せ
る
だ
け

で
よ
い
。
最
も
有
名
な
事
例
と
し
て
は
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
手
先
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
と

ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
が
（
裏
に
隠
れ
た
ご
主
人
に
代
わ
っ
て
）
命
令
し
た
2
0
0
3
年
の
イ
ラ
ク
侵
略
の
前
に

行
わ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
二
人
は
、
陰
謀
団
に
奉
仕
し
、
金
銭
的
な
報
酬
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
不

可
欠
な
性
格
的
欠
陥
を
備
え
て
い
る
。
良
心
の
か
け
ら
も
な
く
、
全
世
界
に
対
し
て
噓
を
つ
く
こ
と
が
で
き

る
。
ブ
レ
ア
の
演
説
に
少
し
で
も
真
実
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
誤タ
イ
プ
ミ
ス植
に
よ
る
も
の
だ
。
そ
の
当
時
、
ブ
レ
ア
の

情
報
操
作
を
指
揮
し
て
い
た
ア
ラ
ス
テ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
（
噓
を
つ
く
こ
と
と
弱
い
者
い
じ
め
を
得
意
と
す

る
人
物
）
は
、
も
っ
と
悪
質
で
あ
る
。
も
し
彼
が
少
し
で
も
真
実
を
語
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ら
、
病
院
で
精

密
検
査
が
必
要
だ
。

　
彼
ら
は
、
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
が
脅き
よ
う威い

で
は
な
い
こ
と
は
十
分
に
承
知
し
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
武
器
査

察
専
門
家
で
、
イ
ラ
ク
の
ミ
サ
イ
ル
能
力
に
関
し
て
広
範
な
知
見
を
持
っ
て
い
た
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ケ
リ
ー

博
士
は
、
侵
略
の
根
拠
と
な
っ
て
い
た
噓
を
台
無
し
に
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
戦
争
準
備
の
過
程
で
暗

殺
さ
れ
た
。
ケ
リ
ー
が
「
自
殺
」
し
た
と
い
う
政
府
説
明
に
は
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
矛む

盾じ
ゆ
ん
が
あ
る
。
簡
単

に
言
え
ば
、
自
殺
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
ケ
リ
ー
が
殺
害
さ
れ
た
と
主
張
す
る
医
師
6
名
が
、
法

的
措
置
を
取
り
、
ケ
リ
ー
の
死
に
関
す
る
調
査
の
再
開
を
要
求
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
ケ
リ
ー
が
自
殺
し
て

い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
痛
烈
な
レ
ポ
ー
ト
を
出
版
す
る
と
言
っ
て
い
る
。

SAMPLE



19 第 8章　「映画」を現実と思わせる（１）

爬虫類人の技術を駆使するハイブリッド②

月や地球の地下基地では、人間（の形態をした生物）の
遺伝子工作が依然として続行されている。公式発表では
戦争の戦闘行為で死んだことになっていながら実際に死
んでいない兵士の多くは、ほとんどロボット状態となっ
て、こうした地下基地の下層で働かされている。爬虫類
人の技術と遺伝子学によって極めて長生きできるように
なっている。また、ＥＴや軍に誘拐された人々と一緒に、
地球の地下基地や月で遺伝子実験にも利用されている。
これらが生殖することで、まったく新しい「人間」の種
が創造されており、現在の人類を「間引き」した後に置
き換えるよう準備されている。少なくともそれが彼らの
望みである。

SAMPLE
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ブ
ッ
シ
ュ
（
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
・
シ
オ
ニ
ス
ト
）
も
ブ
レ
ア
（
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
・
シ
オ
ニ
ス
ト
）
も
、

意
図
的
な
噓
で
戦
争
を
起
こ
し
、
大
量
に
人
を
殺
し
た
犯
罪
者
で
あ
る
。
私
の
著
書
で
明
か
し
て
き
た
よ
う

に
、
イ
ラ
ク
侵
略
は
、
公
お
お
や
け
に
議
論
さ
れ
る
ず
っ
と
前
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、

そ
の
後
、
公
式
な
情
報
源
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。「
大
量
破
壊
兵
器
」
は
、
狂
っ
た
殺
人
と
破
壊
を
人
々

に
納
得
さ
せ
る
た
め
の
「
ノ
ー
・
プ
ロ
ブ
レ
ム
、
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

現
在
、
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
は
、
世
界
中
を
旅
行
し
な
が
ら
、
無
意
味
な
演
説
と
「
助
言
」
を
行
い
、
Ｊ
Ｐ
モ

ル
ガ
ン
・
チ
ェ
イ
ス
な
ど
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
手
先
機
関
か
ら
巨
額
の
報
酬
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、

彼
は
自
分
自
身
の
会
社
「
ソ
ウ
ル
ズ
・
フ
ォ
ー
・
セ
イ
ル
（
魂
、
売
り
ま
す
）
社
」
を
設
立
す
る
と
聞
い
て

い
る
。
哀
れ
な
男
だ
。
彼
に
は
魂
は
な
い
の
に
、
ど
う
や
っ
て
売
る
の
だ
？

　
侵
略
を
正
当
化
す
る
ブ
ッ
シ
ュ
と
ブ
レ
ア
の
噓
の
せ
い
で
、
1
0
0
万
人
を
超
え
る
人
々
の
命
が
イ
ラ
ク

で
失
わ
れ
、
今
も
な
お
ゾ
ッ
と
す
る
よ
う
な
苦く

悶も
ん

が
続
い
て
い
る
。
標
的
と
な
っ
た
都
市
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
で

は
、
子
供
を
出
産
す
る
女
性
が
恐
怖
に
怯お
び

え
て
い
る
。
国
連
へ
の
請
願
書
に
よ
る
と
、「
頭
が
な
い
、
頭
が

二
つ
あ
る
、
目
が
一
つ
額
に
つ
い
て
い
る
、
う
ろ
こ
に
覆お
お

わ
れ
た
身
体
、
手
足
が
な
い
と
い
っ
た
痛
ま
し
い

奇
形
児
の
出
産
が
増
加
し
て
い
る
」
と
い
う
。
ブ
ッ
シ
ュ
と
ブ
レ
ア
が
送
り
込
ん
だ
英
米
軍
の
兵
器
に
使
用

さ
れ
て
い
る
劣
化
ウ
ラ
ン
の
た
め
に
、
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
の
幼
い
子
供
た
ち
は
、
見
る
も
恐
ろ
し
い
癌
と
白
血

病
に
苦
し
ん
で
い
る
。

SAMPLE



21 第 8章　「映画」を現実と思わせる（１）

　
2
0
0
9
年
9
月
に
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
総
合
病
院
で
生
ま
れ
た
1
7
0
人
の
子
供
の
内
、
24
％
が
生
後
1
週

間
以
内
に
死
亡
し
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
こ
と
に
、
死
亡
し
た
新
生
児
の
75
％
は
奇
形
と
診
断
さ
れ
て
い
る
。

侵
略
の
前
の
2
0
0
2
年
の
統
計
で
は
、
新
生
児
5
3
0
人
の
内
、
1
週
間
以
内
に
死
亡
し
た
の
は
6
人
で
、

奇
形
は
一
人
だ
け
だ
っ
た
。
ま
た
、「
生
き
残
っ
た
新
生
児
の
多
く
も
、
そ
の
後
の
成
長
段
階
で
深
刻
な
障

害
を
抱
え
て
い
る
」
と
医
者
は
言
っ
て
い
る
。
英
国
政
府
が
こ
う
し
た
お
ぞ
ま
し
い
事
実
に
関
し
て
抗
議
を

受
け
る
と
、
ガ
レ
ス
・
ト
ー
マ
ス
（
国
会
議
員
、
国
際
開
発
大
臣
）
の
よ
う
な
戯た
わ

言ご
と

を
触
れ
回
る
専
門
業
者

が
、
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
で
は
年
に
せ
い
ぜ
い
二
人
か
三
人
し
か
奇
形
児
は
発
生
し
て
い
な
い
か
ら
問
題
は
な
い

と
発
言
す
る
。
彼
は
、
良
い
人
間
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
官
僚
の
作
文
を
繰
り
返
す
だ
け
の
人
形
で
あ
り
、
悪

い
人
間
な
ら
ば
、
ひ
ど
い
噓
つ
き
だ
。

　
あ
る
墓
地
で
墓
を
掘
る
仕
事
を
し
て
い
る
者
が
証
言
し
た
だ
け
で
も
、
毎
日
4
、
5
体
の
新
生
児
が
埋
葬

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
大
半
が
奇
形
で
あ
る
。
ブ
レ
ア
よ
、
こ
れ
で
満
足
し
た
か
い
？　
男
を
上
げ
た
気
が
す

る
か
い
？

　
以
上
の
よ
う
な
惨さ
ん

事じ

は
、
単
純
に
し
て
破
滅
的
な
ま
で
に
効
果
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
（
問
題
を
創
作
も
し
く

は
錯
覚
を
生
み
出
し
、
そ
れ
に
対
す
る
解
決
策
を
提
示
す
る
手
法
）
に
よ
っ
て
、
実
現
さ
れ
て
い
る
。

SAMPLE
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９
・
11
の

Ｐ

ア
ラ
ブ
偽
装
テ
ロ
、

　

Ｒ
ア
フ
ガ
ン
爆
撃
、　

Ｓ
監
獄
国
家
へ

　
2
0
0
1
年
9
月
11
日
の
攻
撃
は
、
最
も
典
型
的
な
Ｐ
Ｒ
Ｓ
だ
っ
た
。
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
秘
密
結
社
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
米
国
政
府
、
米
軍
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
（
国
家
安
全
保
障
局
）、
Ｃ
Ｉ
Ａ
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
、
外
国
の
軍
事

組
織
（
特
に
イ
ギ
リ
ス
の
諜
報
機
関
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
モ
サ
ド
）、
航
空
・
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
背
後
で
操
っ

て
い
た
。
こ
う
し
た
蜘く

蛛も

の
巣
の
い
ろ
い
ろ
な
糸
を
使
っ
て
、
血
筋
は
残ざ
ん

虐ぎ
や
く
な
9
・
11
を
計
画
・
実
行
し
た
。

こ
れ
は
、
偽
っ
て
「
ア
ラ
ブ
の
テ
ロ
リ
ス
ト
」
の
問
題
と
さ
れ
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」

が
提
示
さ
れ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ク
侵
攻
に
誘
導
さ
れ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
2
0
0
1
年
以
降
、

オ
ー
ウ
ェ
ル
的
な
法
律
が
次
々
と
強
要
さ
れ
、
地
球
規
模
の
警
察
国
家
に
向
け
て
急
速
に
進
行
し
て
い
る
。

こ
の
9
・
11
と
「
テ
ロ
の
脅
威
」
の
「
正
当
化
」
な
く
し
て
、
地
球
規
模
の
陰
謀
が
今
日
の
段
階
ま
で
到
達

す
る
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
は
ず
だ
。

　
そ
れ
こ
そ
が
、
血
筋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
地
上
か
ら
遠
隔
操
作
し
た
飛
行
機
で
ツ
イ
ン
・
タ
ワ
ー
を
攻
撃

し
た
理
由
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
の
技
術
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ホ
ー
ク
（
ボ
ー
イ
ン
グ
7
3

7
型
機
の
翼
幅
を
持
ち
、
操
縦
士
な
し
で
世
界
中
を
飛
び
回
る
）
の
よ
う
な
飛
行
機
を
使
え
ば
、
子
供
の
遊

び
の
よ
う
に
簡
単
で
あ
る
。

SAMPLE



23 第 8章　「映画」を現実と思わせる（１）
図55　 9 ・11のプロブレム・リアクション・ソリューション。

SAMPLE
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爬虫類人の技術を駆使するハイブリッド③

爬虫類人は、クレドの表現では「本当にめちゃくちゃに
したがっている」のである。多くの人々が高次の意識に
気付き、そこに再接続することを妨害するという意味で
は、彼らは「めちゃくちゃにする」のであろう。だが、
多くの場合、彼らはそれに失敗するであろうし、現在の
集団的覚醒こそが彼らの砂上の楼

ろう
閣
かく
を崩壊させる。

支配と抑圧を求めている勢力よりも遥かに強力な勢力が、
今、ここで活動している。

SAMPLE



25 第 8章　「映画」を現実と思わせる（１）

　
遠
隔
操
作
さ
れ
た
無ド

ロ

ー

ン

人
偵
察
機
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
パ
キ
ス
タ
ン
で
敵
陣
の
中
を
嗅
ぎ
回
っ
た
り
、

爆
撃
を
し
か
け
て
い
る
こ
と
は
、
よ
く
ニ
ュ
ー
ス
で
耳
に
し
て
い
る
と
思
う
。
私
は
、『
不
思
議
の
国
の
ア

リ
ス
と
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
の
惨
事
』〔
邦
訳
『
究
極
の
大
陰
謀
』
三
交
社
〕
と
い
う
本
で
9
・
11
の
政
府

説
明
を
崩
し
て
お
り
、
私
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トdavidicke.com

に
も
、
9
・
11
の
調
査
に
関
す
る
文
書
や
ビ

デ
オ
を
豊
富
に
掲
載
し
て
い
る
。

　
ツ
イ
ン
・
タ
ワ
ー
は
、
人
間
の
集
団
心
理
に
最
大
の
影
響
を
与
え
、
表
に
出
る
の
を
待
っ
て
い
た
「
解
決

策
」
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
制
御
さ
れ
た
爆
破
で
倒
壊
さ
れ
た
。
も
し
、
そ
ん
な
こ
と
は

あ
り
え
な
い
と
思
う
人
が
い
れ
ば
、
2
0
0
1
年
に
発
覚
し
た
「
ノ
ー
ス
ウ
ッ
ズ
作
戦
」〔
1
9
6
2
年
〕

の
文
書
を
読
ん
で
み
る
べ
き
だ
（『
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
イ
ク
の
世
界
陰
謀
ガ
イ
ド
』〔
邦
訳
『
恐
怖
の
世
界

大
陰
謀
』
三
交
社
〕
を
参
照
）。
こ
れ
は
9
・
11
の
4
カ
月
前
に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
の
調
査

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
バ
ム
フ
ォ
ー
ド
が
、『
秘
密
の
組
織
（Body of Secrets

）』
で
公
表

し
た
。
こ
の
政
府
文
書
に
は
、
国
防
総
省
の
統
合
参
謀
本
部
（
陸
軍
大
将
の
ラ
イ
マ
ン
・
Ｌ
・
レ
ム
ニ
ツ
ァ

ー
が
本
部
長
）
に
よ
る
1
9
6
0
年
代
の
計
画
が
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
キ
ュ
ー
バ
に
侵
攻
す
る
根
拠

を
作
る
た
め
に
、
テ
ロ
リ
ス
ト
の
攻
撃
を
し
か
け
、
そ
れ
を
カ
ス
ト
ロ
の
せ
い
に
す
る
計
画
だ
っ
た
。
バ
ム

フ
ォ
ー
ド
は
書
い
て
い
る
。

SAMPLE
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図56　グローバル・ホークは、無人・遠
リ
隔
モ
操
コ
作
ン
により、世界中を飛び回ることが

できる。

2011年 3 月の福島第一原発の事故現場を米軍の無人偵察機グローバルホークが撮
影したというニュースは記憶に新しいだろう。30センチ四方を識別し、温度計測
も可能な電子光学・赤外線カメラ、雲を透過する合成開口レーダーも搭載し、リ
アルタイムで映像を送ることができるという。

SAMPLE



27 第 8章　「映画」を現実と思わせる（１）

　
統
合
参
謀
本
部
の
全
メ
ン
バ
ー
の
書
面
に
よ
る
同
意
が
な
さ
れ
た
そ
の
計
画
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
街

頭
で
無
実
の
市
民
を
銃
撃
す
る
こ
と
、
キ
ュ
ー
バ
か
ら
亡
命
す
る
難
民
を
乗
せ
た
船
を
公
海
上
で
沈
没

さ
せ
る
こ
と
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
や
マ
イ
ア
ミ
な
ど
で
残
虐
な
テ
ロ
行
為
を
連
発
さ
せ
る
こ
と
が
提
言

さ
れ
て
い
た
。
人
々
は
自
ら
の
犯
行
で
な
い
爆
撃
の
罪
を
着
せ
ら
れ
、
飛
行
機
は
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ

る
。
虚
偽
の
証
拠
に
よ
り
、
全
て
は
カ
ス
ト
ロ
の
せ
い
に
さ
れ
、
レ
ム
ニ
ツ
ァ
ー
ら
の
陰
謀
団
は
、
国

民
の
支
持
と
国
際
的
な
支
援
を
得
る
と
同
時
に
、
戦
争
を
始
め
る
た
め
に
必
要
な
口
実
を
得
る
こ
と
に

な
る
。

「
40
年
前
の
９
・
11
」
ノ
ー
ス
ウ
ッ
ズ
作
戦
は
未

ケ
ネ
デ
イ
の
英
断

遂
！

　
ノ
ー
ス
ウ
ッ
ズ
作
戦
に
は
、
遠
隔
操
作
の
無
人
機
の
使
用
す
ら
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
9
・
11
の
40
年

前
の
話
だ
。
米
国
か
ら
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
グ
ア
テ
マ
ラ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
も
し
く
は
パ
ナ
マ
に
向
か
う
民
間
チ

ャ
ー
タ
ー
機
を
、
キ
ュ
ー
バ
が
打
ち
落
と
し
た
と
い
う
話
を
、
人
々
に
信
じ
込
ま
せ
る
計
画
だ
っ
た
。
キ
ュ

ー
バ
を
通
過
す
る
よ
う
な
目
的
地
を
選
ぶ
手
は
ず
だ
っ
た
。「
本
物
」
の
飛
行
機
（
実
際
に
は
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
飛

行
機
）
は
、「
入
念
に
用
意
さ
れ
た
別
名
」
で
搭
乗
し
た
「
選
ば
れ
た
」
旅
客
を
乗
せ
、
一
般
の
空
港
か
ら

離
陸
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
フ
ロ
リ
ダ
南
部
の
上
空
で
遠
隔
操
作
さ
れ
た
代
替
機
と
入
れ
替

米

航

空

機

爆

破

テ

ロ

を

キ

ユ

ー

バ

に

偽

装

SAMPLE
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え
ら
れ
、
そ
れ
を
キ
ュ
ー
バ
ま
で
飛
行
さ
せ
て
遭
難
信
号
を
送
信
し
た
後
、
無
線
信
号
で
破
壊
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
も
と
も
と
の
飛
行
機
は
、
空
軍
基
地
に
着
陸
し
、
見
せ
か
け
の
「
乗
客
」
は
そ
こ
で
降
り
る

計
画
だ
っ
た
。
バ
ム
フ
ォ
ー
ド
は
、
ノ
ー
ス
ウ
ッ
ズ
の
資
料
か
ら
、
以
下
を
引
用
し
て
い
る
。

　
エ
ル
ジ
ン
空
軍
基
地
の
飛
行
機
は
、
マ
イ
ア
ミ
地
区
の
Ｃ
Ｉ
Ａ
所
轄
組
織
に
所
属
す
る
民
間
登
録
機

と
そ
っ
く
り
の
外
観
に
な
る
よ
う
に
塗
装
し
、
番
号
を
付
す
。
決
め
ら
れ
た
時
間
に
、
こ
の
複
製
機
を

本
物
の
民
間
機
と
入
れ
替
え
、
入
念
に
選
抜
し
た
人
間
を
別
名
（
偽
名
）
を
使
っ
て
乗
客
と
し
て
乗
せ

る
。
本
物
の
民
間
登
録
機
は
、
ド
ロ
ー
ン
機
（
無
人
遠
隔
操
作
機
）
に
改
造
す
る
。
こ
の
ド
ロ
ー
ン
機

と
実
際
に
人
を
乗
せ
た
飛
行
機
は
、
フ
ロ
リ
ダ
南
部
で
ラ
ン
デ
ブ
ー
（
合
流
）
で
き
る
よ
う
に
離
陸
時

間
を
調
整
す
る
。

　
ラ
ン
デ
ブ
ー
地
点
よ
り
、
乗
客
を
乗
せ
た
飛
行
機
は
、
低
空
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
降
下
し
、
エ
ル
ジ
ン
空

軍
基
地
の
補
助
飛
行
場
に
直
行
す
る
。
そ
こ
で
、
乗
客
を
降
ろ
し
、
飛
行
機
を
元
の
状
態
に
戻
す
よ
う

手
配
し
て
お
く
。
ド
ロ
ー
ン
機
の
ほ
う
は
、
飛
行
計
画
に
従
っ
て
飛
行
を
続
け
る
。
キ
ュ
ー
バ
上
空
に

差
し
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
国
際
遭
難
信
号
周
波
数
で
「
メ
イ
・
デ
ー
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
、

キ
ュ
ー
バ
の
ミ
グ
戦
闘
機
の
攻
撃
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。
無
線
信
号
の
ス
イ
ッ
チ
で
飛
行
機

が
爆
破
さ
れ
る
と
、
通
信
が
途
絶
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
西
半
球
の
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
（
国
際
民

SAMPLE



29 第 8章　「映画」を現実と思わせる（１）

ＨＡＡＲＰの目的は月からの心理操作システムの
サポート①

月にいる爬虫類人とグレイの遺伝子学者は、地球が地殻
大変動から回復し始める前の長い期間に、さらなる工作
を加えたタイプの人間を創造し、実験していた。その目
的は、奴隷である人間の心、認識、行動を完全に支配す
ることだった。その遺伝子工作では、人間を五感と可視
光線の囚人にして、徹底的に「物質」的現実で孤立化さ
せるため、電気・化学回路を配線し直した。

SAMPLE
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間
航
空
機
関
）
の
ラ
ジ
オ
局
が
、
飛
行
機
に
何
が
起
き
た
か
を
米
国
に
伝
え
て
く
れ
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
わ
ざ
わ
ざ
米
国
が
事
故
を
「
宣
伝
」
す
る
手
間
が
省
け
る
。

　
我
々
は
、
こ
ん
な
計
画
を
考
え
る
よ
う
な
連
中
を
相
手
に
し
て
い
る
の
だ
。
こ
の
計
画
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
大

統
領
〔
1
9
1
7
〜
63
・
11
・
22
、
在
任
1
9
6
1
〜
63
〕
が
承
認
を
拒
否
し
て
阻そ

止し

し
た
よ
う
だ
が
、

9
・
11
で
起
き
た
こ
と
と
そ
っ
く
り
で
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
の
2
0
0
5
年
の
爆
弾
事
件
の
よ
う
な
「
テ
ロ
」

攻
撃
も
、
40
年
前
に
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
40
年
間
の
技
術
の
進
歩
を
考
え
る

と
、
現
時
点
で
は
さ
ら
に
で
き
る
こ
と
の
範
囲
が
広
が
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
政
府
や
諜
報
機
関
が
テ
ロ
行
為

を
実
行
し
て
い
な
が
ら
、
他
の
人
々
に
責
任
を
押
し
付
け
る
と
い
う
「
偽フ
オ
ル
ス・フ
ラ
ツ
グ

旗
作
戦
」
は
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド

支
配
下
の
モ
サ
ド
の
常じ
よ
う

套と
う

手
段
で
あ
る
。

　
多
く
の
場
合
は
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に
や
っ
て
の
け
る
が
、
1
9
5
4
年
に
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
な
っ
て
発

覚
し
た
こ
と
が
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
が
エ
ジ
プ
ト
の
さ
ま
ざ
ま
な
建
物
（
米
国
の
所
有
す
る
建
物
も
1
件
あ

っ
た
）
に
爆
弾
を
し
か
け
た
こ
と
が
判
明
し
、
そ
れ
を
ア
ラ
ブ
の
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
の
犯
行
と
思
わ
せ
る
よ

う
に
証
拠
を
残
し
て
い
た
の
だ
。
爆
弾
の
一
つ
が
予
定
よ
り
早
く
爆
発
し
、
爆
撃
犯
が
一
人
捕
ま
っ
た
。
こ

れ
が
エ
ジ
プ
ト
で
活
動
す
る
モ
サ
ド
の
ス
パ
イ
組
織
の
発
覚
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
モ
サ
ド
の
工
作
員

は
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
国
（
特
に
北
米
と
欧
州
）
な
ら
ば
、
ど
こ
で
も
活
動
し
て

SAMPLE



31 第 8章　「映画」を現実と思わせる（１）

ＨＡＡＲＰの目的は月からの心理操作システムの
サポート②

遺伝子をいじくり回したり、現実信号を送信する他に、
爬虫類人は月から放射される「周波数の柵」で地球を囲
み、奴隷人間たちを啓発させるような周波数が地球に届
かないように阻止している。これが、アラスカを拠点と
して世界中に拡大しているＨＡＡＲＰ（高周波活性オー
ロラ調査プログラム）と呼ばれる計画でさらに拡大され
ている。

SAMPLE
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い
る
。

　
9
・
11
の
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
犯
の
リ
ー
ダ
ー
格
と
さ
れ
る
モ
ハ
ン
メ
ド
・
ア
ッ
タ
は
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
犯
の

多
く
が
「
訓
練
」
を
受
け
た
フ
ロ
リ
ダ
の
ベ
ニ
ス
市
営
空
港
を
中
継
地
点
と
し
て
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
た
め
に
麻
薬

を
密
輸
し
て
い
た
（『
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
イ
ク
の
世
界
陰
謀
ガ
イ
ド
』
を
参
照
）。
彼
も
他
の
メ
ン
バ
ー
も
、

何
ら
関
係
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
9
・
11
の
前
に
パ
キ
ス
タ
ン
の

Ｉ
Ｓ
Ｉ
（
統
合
情
報
局
）
長
官
か
ら
ア
ッ
タ
に
10
万
ド
ル
の
送
金
が
あ
っ
た
と
い
う
話
が
有
名
に
な
っ
た
が
、

こ
れ
は
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
攻
撃
の
報
酬
と
し
て
支
払
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。
Ｉ
Ｓ
Ｉ
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
パ
キ

ス
タ
ン
支
部
の
よ
う
な
も
の
）
の
絡
ん
だ
麻
薬
密
輸
活
動
の
一
環
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｉ
は
、
血
筋
が

9
・
11
の
よ
う
な
秘
密
作
戦
を
実
行
す
る
た
め
の
資
金
を
提
供
し
、
全
て
を
帳
簿
外
に
し
て
お
く
た
め
に
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
栽
培
さ
れ
る
ケ
シ
と
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
都
市
で
消
費
さ
れ
る
ヘ
ロ
イ
ン
と
を
つ
な
ぐ

導
管
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ア
ッ
タ
に
送
金
し
た
男
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｉ
長
官
の
マ
フ
ム
ー
ド
・
ア
ー
メ
ド
で

あ
る
が
、
彼
は
9
・
11
の
1
週
間
前
に
ワ
シ
ン
ト
ン
に
到
着
し
、
政
府
と
諜
報
機
関
の
役
人
と
会
っ
て
い
る
。

攻
撃
が
行
わ
れ
て
い
る
時
間
帯
に
、
彼
は
フ
ロ
リ
ダ
州
選
出
の
ボ
ブ
・
グ
ラ
ハ
ム
上
院
議
員
（
上
院
の
諜
報

委
員
会
の
議
長
）
と
朝
食
を
と
っ
て
お
り
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
駐
米
大
使
マ
リ
ー
ハ
・
ロ
デ
ィ
、
他
の
米
国
上

院
・
下
院
の
諜
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
同
席
し
て
い
た
。
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
工
作
員
の
ポ
ー
タ
ー
・
ゴ
ス
下
院
議

員
も
一
緒
だ
っ
た
。
後
に
、
上
院
と
下
院
の
合
同
「
調
査
」
委
員
会
の
共
同
議
長
を
務
め
た
の
が
、
こ
の
グ

SAMPLE



33 第 8章　「映画」を現実と思わせる（１）

ラ
ハ
ム
と
ゴ
ス
だ
っ
た
。
9
・
11
攻
撃
の
政
府
見
解
を
支
持
す
る
内
容
の
「
調
査
」
だ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

ロビ
ル
の
新
オ
ー
ナ
ー
、港
湾
局
長
、ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ツ
ク
ス
、司
法
次
官
補
、モ
サ
ド
ｅ
ｔ
ｃ

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
指
紋
だ
ら
け
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
・
ビ
ル

　
9
・
11
の
至
る
と
こ
ろ
に
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
・
シ
オ
ニ
ス
ト
が
い
た
。
ラ
リ
ー
・
シ
ル
バ
ー
ス
タ
イ
ン

（
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
・
シ
オ
ニ
ス
ト
）
と
そ
の
仲
間
の
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
ウ
イ
ー
（
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
・
シ
オ

ニ
ス
ト
）
は
、
9
・
11
の
数
週
間
前
に
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
複
合
ビ
ル
を
丸
ご
と
99
年
間
賃
借
し
、
35
億
5

0
0
0
万
ド
ル
の
保
険
を
か
け
て
い
る
。
そ
し
て
攻
撃
の
後
で
、
そ
の
2
倍
の
金
額
を
請
求
し
た
。
ロ
ウ
イ

ー
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
に
対
す
る
殺さ
つ

戮り
く

と
脅
迫
が
行
わ
れ
て
い
た
1
9
4
5
年
に
シ
オ
ニ
ス
ト
の
テ
ロ
組
織

ハ
ガ
ナ
ー
に
加
わ
っ
て
お
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
代
首
相
（
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
、
エ
フ
ー
ド
・
オ

ル
メ
ル
ト
な
ど
）
と
親
交
が
あ
る
。
図
57
の
シ
ル
バ
ー
ス
タ
イ
ン
も
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
、
ア
リ
エ
ル
・
シ
ャ
ロ

ン
（
9
・
11
の
と
き
の
イ
ス
ラ
エ
ル
首
相
）、
エ
フ
ー
ド
・
バ
ラ
ッ
ク
（
2
0
0
8
〜
09
年
に
ガ
ザ
で
パ
レ

ス
チ
ナ
人
の
大
量
殺
害
を
命
令
し
た
国
防
大
臣
）
の
親
友
で
あ
る
。

　
シ
ル
バ
ー
ス
タ
イ
ン
と
ロ
ウ
イ
ー
は
、
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
・
ビ
ル
の
取
引
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
と
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
港
湾
局
長
の
ル
イ
ス
・
ア
イ
ゼ
ン
バ
ー
グ
（
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
・
シ
オ
ニ
ス
ト
）
と

SAMPLE
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交
渉
し
、
そ
の
前
に
も
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
支
配
下
の
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
と
交
渉
し
て
い
た
。
シ
ル

バ
ー
ス
タ
イ
ン
も
ア
イ
ゼ
ン
バ
ー
グ
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
資
金
調
達
の
た
め
に
巨
額
の
資
金
を
扱
っ
て
い
る

ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
・
シ
オ
ニ
ス
ト
の
組
織
「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ユ
ダ
ヤ
・
ア
ピ
ー
ル
」
で
高
い
地
位
に
就つ

い

て
い
る
。
シ
ル
バ
ー
ス
タ
イ
ン
は
、
2
0
0
1
年
9
月
11
日
に
は
、
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
に
い
な
か
っ
た
。

南
タ
ワ
ー
の
88
階
で
予
定
さ
れ
て
い
た
港
湾
局
の
役
人
と
の
打
ち
合
わ
せ
は
、
直
前
に
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
。

Ａ
Ｐ
通
信
に
よ
る
と
、「
皮
膚
科
の
病
院
を
予
約
し
て
い
た
」
そ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
ス
タ
イ
ン
は
、
も
う
一
つ
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
の
タ
ワ
ー
（
第
7
ビ
ル
）
は
「
引
き

抜
か
れ
た
（pulled

）」
と
発
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ビ
ル
解
体
の
業
界
用
語
で
、
計
画
的
な
解
体
を
意
味

す
る
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
政
府
の
公
式
説
明
で
は
、
損
傷
が
激
し
か
っ
た
た
め
に
倒
壊
し
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
シ
ル
バ
ー
ス
タ
イ
ン
は
、
本
当
の
こ
と
を
口
を
す
べ
ら
せ
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
以
来
、

必
死
に
な
っ
て
発
言
を
ご
ま
か
そ
う
と
し
て
い
る
。
第
7
ビ
ル
の
よ
う
な
巨
大
な
建
物
を
「
引
き
抜
く
」
た

め
に
は
、
少
な
く
と
も
何
日
間
か
の
準
備
期
間
が
必
要
で
あ
り
、
転
倒
す
る
こ
と
な
く
敷
地
内
に
崩
落
す
る

よ
う
に
適
切
な
場
所
に
慎
重
に
爆
弾
を
し
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
引
き
抜
け
」
と
い
う
指
示
が
あ
っ

て
か
ら
（
シ
ル
バ
ー
ス
タ
イ
ン
に
よ
る
と
）
ほ
と
ん
ど
一
瞬
の
内
に
、
こ
れ
が
実
現
で
き
た
の
は
ど
う
い
う

わ
け
か
？　
9
・
11
に
関
し
て
主
流
マ
ス
コ
ミ
が
何
の
疑
問
も
感
じ
る
こ
と
な
く
繰
り
返
し
て
い
る
他
の
物

語
と
同
様
、
ま
っ
た
く
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。「
引
き
抜
き
」
に
備
え
、
9
月
11
日
の
ず
っ
と
前
か
ら
第
7

SAMPLE



35 第 8章　「映画」を現実と思わせる（１）
図57　ラリー・シルバースタイン。「引き抜け！」

SAMPLE
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ＨＡＡＲＰの目的は月からの心理操作システムの
サポート③

爬虫類人とハイブリッド血筋の陰謀団は、自らの技術を
使って「自然災害」を工作し、国や地域を破壊しては、
それを口実に「人道支援」や「平和維持」という名目で
占拠する。
ＨＡＡＲＰの主たる役割は、月から投影されている「周
波数の柵」を大幅に強化し、人間を虚偽の現実感覚に閉
じ込めたままにしておくことにある。

SAMPLE



37 第 8章　「映画」を現実と思わせる（１）

ビ
ル
に
は
爆
弾
が
装
着
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
長
い
間
、
計
画
さ
れ
、
当
日
に
実
行
さ
れ
た
「
脚
本
」
の

一
部
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
9
・
11
を
担
当
し
た
米
国
の
司
法
次
官
補
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
チ
ャ
ー
ト
フ
（
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
・
シ
オ
ニ

ス
ト
）
で
、
彼
は
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
の
Ｌ
Ｓ
Ｅ
（
ロ
ン
ド
ン
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
）
の
出

身
で
あ
る
。

　
彼
の
母
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
爆
撃
に
よ
っ
て
1
9
4
8
年
に
建
国
さ
れ
た
後
の
初
期
の
モ
サ
ド
工
作
員
の

一
人
で
あ
る
。
チ
ャ
ー
ト
フ
は
、
9
・
11
を
受
け
て
設
立
さ
れ
た
オ
ー
ウ
ェ
ル
的
な
組
織
、
国
土
安
全
保
障

省
の
2
代
目
長
官
に
な
っ
た
。
彼
は
、
米
国
の
諜
報
機
関
と
軍
の
最
上
層
部
に
浸
透
し
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル

の
ス
パ
イ
組
織
の
メ
ン
バ
ー
1
0
0
人
以
上
を
自
由
に
し
て
い
る
。

　
そ
の
一
部
は
、
攻
撃
の
前
の
数
週
間
、
モ
ハ
ン
メ
ド
・
ア
ッ
タ
を
尾
行
し
て
い
た
が
、
ス
パ
イ
組
織
が
発

覚
す
る
と
、
チ
ャ
ー
ト
フ
（
米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
二
重
国
籍
者
）
は
彼
ら
を
自
由
に
し
た
。
ま
た
、
9
月

11
日
に
攻
撃
を
撮
影
し
な
が
ら
歓
声
を
あ
げ
て
い
た
と
こ
ろ
を
目
撃
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
逮
捕

さ
れ
た
モ
サ
ド
の
工
作
員
5
人
も
釈
放
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
偽
の
パ
ス
ポ
ー
ト
と
大
金
、「
ハ
イ
ジ
ャ
ッ

ク
犯
」
が
使
用
し
た
と
さ
れ
た
（
こ
れ
は
事
実
で
は
な
い
）
の
と
同
種
の
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
を
所
持
し
て
い

た
。
だ
が
、
カ
ッ
タ
ー
は
「
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
犯
」
の
行
き
先
で
「
発
見
」
さ
れ
て
い
る
（
ア
ッ
タ
は
、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
ス
パ
イ
に
何
週
間
も
尾
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
）。

SAMPLE
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5
人
の
モ
サ
ド
の
工
作
員
は
、
つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
の
表
向
き
の
組
織
と
し
て
ア
ー
バ
ン
・
ム
ー
ビ
ン
グ
・

シ
ス
テ
ム
と
い
う
「
運
送
会
社
」
を
使
っ
て
い
た
が
、
9
・
11
の
直
後
に
、
同
社
の
「
所
有
者
」
の
ド
ミ
ニ

ッ
ク
・
サ
ッ
タ
ー
（
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
・
シ
オ
ニ
ス
ト
）
は
、
そ
そ
く
さ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
逃
げ
て
い
た
。

モ
サ
ド
（
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
）
の
5
人
の
工
作
員
の
一
人
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ラ
ジ
オ
局
で
、
彼
ら
は
「
事

件
の
記
録
を
取
る
た
め
」
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
送
り
込
ま
れ
た
と
語
っ
て
い
る
。
事
前
に
発
生
す
る
こ
と
を

知
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
不
可
能
な
こ
と
だ
。

　
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
か
ら
2
区
画
離
れ
た
場
所
に
あ
っ
た
オ
デ
ィ
ゴ
と
い
う
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
・
シ
オ
ニ

ス
ト
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
の
二
人
の
従
業
員
（
イ
ス
ラ
エ
ル
に
拠
点
）
が
、
最
初
の
攻
撃
の
2
時
間
前
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
警
告
を
受
け
て
い
る
が
、
こ
の
警
告
は
他
に
は
伝
達
さ
れ
な
か
っ
た
。
送

信
者
の
ア
ド
レ
ス
は
Ｆ
Ｂ
Ｉ
に
提
出
さ
れ
た
が
、
何
も
起
き
な
か
っ
た
。
ど
う
し
て
だ
？　
分
か
り
き
っ
た

こ
と
だ
。
背
後
に
い
る
連
中
は
Ｆ
Ｂ
Ｉ
も
操
っ
て
い
る
。
オ
デ
ィ
ゴ
の
本
拠
地
は
イ
ス
ラ
エ
ル
で
、
研
究
開

発
部
門
は
テ
ル
ア
ビ
ブ
の
北
に
あ
る
ヘ
ル
ズ
リ
ア
と
い
う
小
さ
な
町
に
あ
る
。
こ
れ
は
偶
然
に
も
、
前
線
組

織
と
し
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
会
社
を
い
く
つ
も
保
有
す
る
モ
サ
ド
の
本
部
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
。

　
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
エ
リ
ノ
フ
と
い
う
研
究
者
（Coreofcorruption.com

）
も
、
9
・
11
の
前
に
世
界
貿
易

セ
ン
タ
ー
の
ノ
ー
ス
・
タ
ワ
ー
に
住
ん
で
い
た
ド
イ
ツ
人
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
「
美
術
の
学
生
」
の
こ
と

を
、
2
0
0
9
年
10
月
に
明
か
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
攻
撃
の
後
、
モ
サ
ド
の
ス
パ
イ
組
織
と
と
も
に
逮
捕

SAMPLE



39 第 8章　「映画」を現実と思わせる（１）
図58　マイケル・チャートフ。米国の国土安全保障の仕事をするイスラエルの男。

SAMPLE
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ＨＡＡＲＰの目的は月からの心理操作システムの
サポート④

これがＨＡＡＲＰ技術で意図していることである。月で
生成されるメインの心理操作システムを支援することで
あり、月のマトリックスと一緒になり、その本当の効果
は情報設計図である非物質宇宙で発生している。これは
心を根源意識へと開放することで克服できるが、肉体コ
ンピュータの現実に縛られている人には、自らが信じて
いるものが自分自身の考えや感情なのか、外部から送信
され脳で解読しているに過ぎないものなのか、区別がつ
かない。

SAMPLE



41 第 8章　「映画」を現実と思わせる（１）

さ
れ
た
。「
美
術
の
学
生
」
は
モ
サ
ド
が
よ
く
使
う
偽
装
で
あ
る
。
エ
リ
ノ
フ
は
、
文
書
、
写
真
な
ど
広
範

な
裏
付
け
資
料
を
ま
と
め
て
い
る
。
彼
ら
は
2
0
0
0
年
5
月
に
91
階
に
住
ん
で
お
り
、
テ
ン
ト
で
寝
な
が

ら
組
み
立
て
を
行
っ
て
い
た
。
正
式
な
建
設
許
可
を
得
て
、
そ
こ
に
「
大
胆
な
芸
術
作
品
」
を
製
作
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
彼
ら
は
、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
推
進
の
た
め
、
公
共
の
場
に
派
手
な
芸
術
作

品
を
展
示
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
ゲ
ラ
テ
ィ
ン
と
い
う
組
織
と
つ
な
が
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
エ
リ

ノ
フ
に
よ
る
と
、
学
生
た
ち
は
、
モ
サ
ド
の
工
作
員
と
一
緒
に
逮
捕
さ
れ
た
が
、
後
に
釈
放
さ
れ
た
そ
う
で

あ
る
。

「
新

の

こ

と

11

９
・た

な
真
珠
湾
」
を
起１

年
前
に
！
　

草
し
た
ロ国

防
総
省
で
３
兆
ド
ル
以
上
を「
紛
失
」さ
せ
た
ド
ヴ
・
ザ
ク
ハ
イ
ム
＝
ユ
ダ
ヤ
人
ラ
ビ

ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
「
ネ
オ
コ
ン
」

　
リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
ー
ル
、
ポ
ー
ル
・
ウ
ォ
ル
フ
ォ
ウ
ィ
ッ
ツ
、
ド
ヴ
・
ザ
ク
ハ
イ
ム
、
ダ
グ
ラ
ス
・
フ
ェ

イ
ス
、
ジ
ョ
ン
・
ボ
ル
ト
ン
、
ル
イ
ス
・
リ
ビ
ー
な
ど
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
を
支
配
し
て
い
た
ネ
オ
コ
ン
（
新

保
守
主
義
）
は
、
ほ
と
ん
ど
全
員
が
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
・
シ
オ
ニ
ス
ト
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
9
・
11
の
ち
ょ

う
ど
1
年
前
に
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
の
排
除
と
新
た
な
征
服
戦
争
の
煽せ
ん

動ど
う

を
求
め
る
文
書
を
作
成
し
て
い
る
。

そ
の
文
書
は
、「
こ
の
変
革
の
プ
ロ
セ
ス
」
は
「
新
た
な
真
珠
湾
攻
撃
の
よ
う
な
大
惨
事
に
よ
っ
て
触
発
さ

れ
な
け
れ
ば
」
相
当
に
長
引
く
可
能
性
が
高
い
と
述
べ
て
い
る
。
詳
細
は
『
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
イ
ク
の
世

SAMPLE


